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取扱説明書 

 
商品名称  

商品コード 
適応車種  

用   途  

 
ＳＵＰＥＲ ＡＦＣⅡ 

４０１－Ａ０１１／４０１－Ａ０１２ 

車種別配線図記載の車型 

エアフロー･圧力センサ信号の調整 

A’PEXi スーパーエアフローコンバータ 

この度は、弊社製品をお買い上げいただき

まして、まことにありがとうございます。本製

品を正しくお使いいただくために、取扱説明

書をよくお読みください。また、いつでも取

出して読めるよう、取扱説明書は本製品のそ

ばに保管してください。本製品を、他のお客

様にお譲りになるときは、必ずこの取扱説明

書と保証書もあわせてお譲りください。 

SUPER
AIRFLOW CONVERTER
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●本製品は、適応車両以外には絶対に使用しないでください。 

適応車両以外での動作は一切保証できません。また、思わぬ事故の原因になるので絶

対におやめください。 

 

●本製品に異音・異臭などの異常が生じた場合には、本製品の使用をすみやかに中止し    

 てください。 

そのまま使用を続けますと、感電や火災、電装部品の破損の原因になります。お買い上

げの販売店または、最寄りの弊社営業所へお問い合わせください。 

 

●本製品ならびに付属品を、弊社指定方法以外の使用はしないでください。 

その場合のお客様ならびに第三者の損害や損失は一切保証いたしません。 

 

●キー操作中およびキー操作直後に、電源のオン、オフを行わないでください。 

設定・記録データが消失される恐れがあります。 

 

安全上のご注意 

製品を安全にご使用いただく

ために、「安全上のご注意」

をご使用の前によくお読みく

ださい。お読みになった後は

必要なときにご覧になれるよ

う大切に保管してください。

弊 社 の”取 扱 説 明 書”に

は、あなたや他の人への危

害及び財産への損害を未然

に防ぎ、弊社の商品を安全に

お使いいただくために守って

いただきたい事項を記載して

います。その絵表示 (シグナ
ルワード)の意味は右記の様
になっています。内容をよく

理解してから本文をお読みく

ださい。 

■表示の説明 

この表示を無視して誤った取扱・作

業を行うと、本人または第三者が死

亡または、重傷を負う恐れが想定さ

れる状況を示します。 

 

この表示を無視して誤った取扱・作

業を行うと、本人または第三者が軽

傷または、中程度の損害を負う状

況、及び物的損害の発生のみが想

定される状況を示します。 

 

この表示を無視して誤った取扱・作

業を行うと、本製品の本来の性能を

発揮出来なかったり、故障する内容

及び機能や事項などの内容を示し

ます。 

表 示 の 意 味 表 示 

警告 ！ 

注意 ！ 

お願い 

警告 ！ 
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●運転者は、走行中に本製品を操作しないでください。 

運転操作に支障をきたし、事故の原因になります。 

 
●本製品は、しっかりと固定し運転の妨げになる場所･不安定な場所に取付けないでくだ

さい。 
運転に支障をきたし、事故の原因になります。 
 

●バッテリのマイナス端子を取外してから取付け作業を行ってください。 

ショートなどによる火災、電装部品が破損・焼損する原因になります。 

 

●カプラを外す場合、ハーネスは引っ張らず、必ずカプラを持って取外してください。 

ハーネスを引っ張るとショートなどによる火災、電装部品が破損・焼損する原因になりま

す。 

 

●本製品の配線は必ず、別冊の車種別配線図に記載してある通り行ってください。 

配線を間違えますと、火災、その他の事故の原因になります。 

 

●万一実走による調整が必要なときは、十分に他の交通の妨げにならないように注意し、

交通法規を守った運転をしてください。 

運転に支障をきたし、事故の原因になります。 

警告 ！ 

●本製品の取付けは、必ず専門業者に依頼してください。 

取付けには専門の知識と技術が必要です。専門業者の方は、本製品が不安定な取付け

にならないように行ってください。 

 

●本製品の加工・分解・改造はおこなわないでください。 

事故・火災・感電・電装部品が破損・焼損する原因になります。 

 

●本製品を落下させたり強いショックを与えないでください。 

動作不良を起こし、製品および車両を破損する原因になります。 

 

●炎天下や夏場のエアコンを使用しない高温な車室内での使用はしないでください。 
動作不良を起こし、製品および車両を破損する原因になります。 

 

●高温になる場所や水が直接かかる場所には取付けないでください。 

感電や火災、電装部品を破損する原因になります。動作不良を起こし、車両を破損する

恐れがあります。 

注意 ！ 

第 

１
章 

は
じ
め
に 
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本製品の特徴 
ＳＵＰＥＲ ＡＦＣⅡはエアフローセンサ信号及び、圧力センサ信号を必要回転域の１２ポイントで

１％刻み＋５０％～－５０％という広範囲で燃料の増減が行え、補正する回転数を２００回転ごと

に任意設定できるほか、スロットル開度の大小それぞれに応じた補正が可能な燃調コント

ローラです。さらにホットワイヤ式エアフロー装着のターボ車で、スロットル戻し時の吹き返し

によるエンジンストールを防止する機能を備えています。また、ノック回路を搭載する事によ

りノッキングレベルを確認でき、常にエンジンのコンディションを最適に保つ事ができます。 

●本機は、別冊の車種別一覧表の車両以外にはご使用になれません。 

●本製品の取り付け場所や信号ハーネスの取りまわしによっては、ラジオ、ＴＶ等にノ

イズが入る場合があります、あらかじめご了承願います。 

●本製品は、通電中に熱を発しますが異常ではありません。 

注意 ！ 

■高輝度ＶＦＤを採用した革新的大画面モニター 

コックピットに視覚的インパクトを与える近未来デザインのフロントフェイスには高輝度 

ＶＦＤ（Ｖａｃｕｕｍ Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ Ｄｉｓｐｌａｙ：蛍光表示管）の大画面モニターを採用。 
ドットマトリックス大画面モニターの採用により、数種の情報を同時に表示することが可能

です。表示バリエーションも数値表示のみならず、グラフ表示、アナログ表示など多彩

で、ドライバーは瞬時に必要な情報を的確に認識することができます。 
 

■薄型ケースとシングルボタンの採用 

基板設計、ケース設計の最適化により縦５２ｍｍ×横１２６ｍｍ×奥行１８ｍｍ（Ｍｉｎｉｍｕｍ）の

薄型ケースを実現。ステアリングコラムやダッシュボード上に無理なく設置することが可

能です。もちろん、本体以外の別体ユニットは存在せず、別体ユニットの置き場所を確

保する必要もありません。また、センタープッシュスイッチ付き４方向ボタンとロータリー

スイッチを採用することでボタン間の距離が無くなり素早い操作が可能となり、快適な操

作性を実現しています。 

 

■バッテリを外しても初期設定が消えないバッテリレスメモリ 

ＥＥＰＲＯＭ搭載により、電源を切っても、バッテリを外しても、初期化しないかぎり初期設

定が消えることはありません。もちろんピーク値や補正値等のセッティングデータも消え

ることはありません。これにより、点検などでバッテリを外しても再度初期設定やセッティ

ングをやり直す必要や計測の履歴が消えてしまうことはありません。 
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■２パターンの設定データをメモリ 

エア補正率・スロットル開度・エア補正エンジン回転数・減速エア上限等のセッティング

データを２パターン保存する事ができます。保存できるファイルは２つありますので、

サーキット走行時や町乗り時、ワインディング走行時など走るステージに合わせたセッ

ティングデータを瞬時に切り替える事ができます。また、同じステージで走る時でも２つ

のセッティングデータを比較したりと用途はさまざまです。 

 
■パスワードによる設定禁止機能 

セッティングしたデータや初期設定の設定値が誤操作やいたずら等によって、変わって

しまうと、車の調子が悪くなったり最悪エンジンが破損したりしてしまいます。 

ＳＡＦＣⅡではユーザーが任意にパスワードを設定する事により、セッティングデータや初

期設定項目の設定変更を禁止します。 

 
■危険を知らせるウォーニング機能 

エアフロー使用率・吸気管圧力・カルマン渦センサ周波数・ノッキング・エンジン回転

数のウォーニング値を設定する事ができます。 

各項目を設定する事により、車の状態を的確に判断する事ができます。また、エンジン

回転数の設定では、シフトタイミングポイントとしても使用する事ができます。 

◆ノッキングとは？        

プラグから離れた部分の未燃焼ガスが、燃え始めた部分の混合気の熱・圧力・燃焼室の

壁の熱によって自然発火を起こし、燃焼室全体のガスが瞬間的に燃焼して高い圧力波を生

じる現象で、車体がギクシャクするカーノックとは異なり、エンジンから鋭い金属音が出て、

バルブ損傷・ピストン焼き付きなど、エンジンに致命的ダメージを与えます。 

対策例として、燃料の調整・点火時期の調整・圧縮比の調整・インテーク側スキッシュエリ

アの改良・燃焼室内の鏡面化・排気側カムシャフトのプロフィール改良などがあります。 

●走行中、絶対に運転者は本製品を操作しないでください。 
運転操作に支障をきたし、事故の原因になります。 

●一般公道では道路交通法を守り、安全運転を心がけてください。 

警告 ！ 

第 

１
章 

は
じ
め
に 
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各部の名称と働き 

■パーツリスト 

本製品取付けの前に、必ずパーツリストを確認し異品や欠品のないことを確認してから作業

をしてください。万一パーツリストと相違がある場合には、お買い求めの販売店様、また

は、弊社お客様相談室までご連絡ください。 

(弊社お客様相談室の連絡先は、裏表紙に記載してあります) 

１. 本体 ２. 取扱説明書（操作編） ３. 車種別配線図 ４. セッティングデータ集 

５. 操作遷移図 ６. 保証書 ７. 信号ハーネス ８. 分岐ハーネス 

９. オスギボシ １０.オススリーブ １１. メスギボシ 

１台 １冊(本書） １冊 １冊 

１枚 １枚 １本 １本 

４個 ４個 ４個 ４個 

１２.メススリーブ 

SUPER
AIRFLOW CONVERTER

６個 

１３.スプライス 

１個 

１４.取付けステー 
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●ポップアップメニューについて 

センタープッシュスイッチを押すことにより、右のようなポップアッ

プメニューが表示されます。選択個所が反転して表示されますの

で、センタースイッチの上下左右で選択し、センタープッシュで

決定します。 

アルファベットの意味は以下のとおりです。 

Ｔｐ［ＴＯＰ］ ...... メインメニューに戻る 

Ｎｘ［ＮＥＸＴ］ ..... 次に進む 

Ｐｒ［ＰＲＥＶＩＯＵＳ］. 前に戻る 

Ｃｎ［ＣＡＮＣＥＬ］ .. ポップアップメニューをキャンセルする 

Ｎｘ 

例) センタープッシュスイッチを押し、ポップアップメ

ニューで【Ｎｘ】を選択します。 

４方向 

センタープッシュ付きスイッチ 

ロータリースイッチ 

SUPER
AIRFLOW CONVERTER

光センサー 

（ＣＤＳセンサー） ＶＦＤ表示部 

■各部の名称 

■本書に出てくる操作記号の意味 

※センタースイッチを右に押す。 

※センタースイッチを上に押す。 

※センタースイッチを左に押す。 

※センタースイッチを下に押す。 

※センタープッシュスイッチを押す。 

※ロータリースイッチを左右に回す。 

右回り(時計回り)で数字等をプラス方向、カーソルを上方向に移動します。
左回り(半時計回り)で数字等をマイナス方向、カーソルを下方向に移動しま
す。センタースイッチの上下キーとロータリースイッチは同じ機能です 

第 

１
章 

は
じ
め
に 
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第２章 設定方法 第２章 

本製品をご使用になるまでの手順 ______________________ １２ 
初期設定項目一覧 ___________________________________ １３ 
センサタイプ及びセンサナンバーの設定 ................................. １３ 
気筒数の設定 ......................................................................... １３ 
スロットルセンサ電圧の確認 ................................................... １３ 
スロットルセンサタイプの設定................................................. １３ 

スロットル開度の学習 ............................................................. １３ 
ノッキング信号補正................................................................. １３ 

初期設定 
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本製品をご使用になるまでの手順 

本製品の取付けを行います。 

別冊の｢車種別配線図｣に取付け方法の詳細が記載されております。別

冊の｢車種別配線図｣を参照して、取付けを確実に行ってください。 

イグニッションをＯＮにします。 

ＳＡＦＣⅡ及び車両から異音・異臭がない事を確認してください。 

イグニッションをＯＦＦにします。 

設定データがメモリされます。 

エンジンを始動します。 

初期設定を行います。 

Ｐ１３を参照して確実に設定を行ってください。 

●取付けを確実に行ったにもかかわらず表示が出ない場合や、本製品から異音・異臭

が発生した場合は本製品の使用をすみやかに中止し、お買い上げの販売店または最

寄りの弊社営業所までお問合わせください。 

注意 ！ 
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第 

２
章 

初
期
設
定 

● 初期設定を行うまでは、絶対にエンジンを始動しないでください。 
初期設定を行わずにエンジンの始動を行うと、エンジンを破損させる恐れがあります。 

警告 ！ 

初期設定を行います 
本製品を使用するために、いくつかの初期設定が必要になります。 

ＳＡＦＣⅡが確実に取付けられている事を確認したのちイグニッションスイッチをＯ

Ｎにし、メインメニューでｅｔｃ.（その他のモード）を選択します。 
初期設定項目一覧 
１．センサタイプ及びセンサナンバーの設定（Ｐ４４【Ｓｅｎｓｏｒ Ｔｙｐｅ】） 
Ｓｅｎｓｏｒ Ｔｙｐｅを選択してセンサタイプ及びセンサナンバーの設定を行います。 
ホットワイヤ装着車両はさらにセンサ出力計算方式設定を行います。 

２． 気筒数の設定（Ｐ５０【Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ】） 
Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔを選択して気筒数の設定を行います。 
１～１６気筒の範囲で選択できます。 

下記の車両は記載の設定値にて気筒数の設定をお願いします。 
マ ツ ダ ロータリーエンジン車：ローター数×２ 

アテンザ（ＧＧ＃Ｓ／Ｐ・ＧＹ＃Ｗ）：２ ・デミオ（ＤＹ＃Ｗ）：１ 

ベリーサ（ＤＣ＃Ｗ）：１ 

ト ヨ タ Ｖ８エンジン車：４ ・パッソ（ＫＧＣ１０）：１ 
日  産 フェアレディＺ（Ｚ３３）・スカイライン（ＣＰＶ３５）：１・ノート（Ｅ１１）：１ 

ティーダ／ティーダラティオ（Ｃ１１）：１ 

ス ズ キ ワゴンＲ（ＭＨ２１Ｓ）：１ 
ダイハツ ブーン（Ｍ３００Ｓ）：１ 
※スロットルセンサ信号がない車両は６.からの操作を行ってください。 

３．スロットルセンサ電圧の確認（Ｐ５２【Ｓｅｎｓｏｒ ｃｈｋ】） 
Ｓｅｎｓｏｒ ｃｈｋを選択してアクセル全閉時と全開時のスロットルセンサ電圧を確認します。 

４．スロットルセンサタイプの設定（Ｐ５０【Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ】） 
Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔを選択して前項で確認したスロットルセンサ電圧が全閉時に０Ｖ～１Ｖ
であった車両は矢印を上向きに、３Ｖ～５Ｖであった車両は矢印を下向きに設定します。ま

た、＊＊印にするとスロットル開度での補正は行いません。 

５．スロットル開度の学習 
スロットル開度の学習を行います。モニターモードでスロットル開度を表示させ、アクセル

全閉時にスロットル開度が０％を表示する事を確認します。その後、アクセル全開時にス

ロットル開度が１００％を表示させるまで保持します。 

※車両によってはスロットルの学習に約６０秒ほどかかる車両もあります。 

６．イグニッションスイッチをＯＦＦにします 
イグニッションスイッチをＯＦＦにすると設定した項目がメモリされます。 

※ノッキング信号がない車両は以上で初期設定終了です。ノッキング信号がある車両は７.の設
定を行ってください。 

７． ノッキング信号の補正（Ｐ３８【Ｋｎｋ Ｓｅｔ】） 
エンジンを始動して暖機を行ってください。暖機終了後、ＳＡＦＣⅡのメインメニューで 

Ｓｅｔｔｉｎｇ（セッティングモード）を選択し、ノッキング信号補正モード（Ｋｎｋ Ｓｅ
ｔ）を選択してノッキング信号の補正を行ってください。 

以上で初期設定は終了です。 
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第３章 操作方法概要 

機能・操作方法概要_______________________________ １６ 
モニターモードでできること _________________________ １８ 
セッティングモードでできること ______________________ １９ 
その他のモードで設定を行う ________________________ １９ 
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機能・操作方法概要 

メインメニュー 

ＳＡＦＣⅡは、大きく３つの

メニューから成り立ってい

ます。 

モニターモード 

センサから得られるデータを表示 

 

エアフロー使用率、

吸気管圧力、カルマ

ン渦センサ周波数、

スロットル開度、エ

ンジン回転数、エア

補正率、ノッキング

レベル、バッテリ電

圧を表示します。 

セッティングモード 

ユーザー任意にセッティングを行うモード 
 

エア補正率、スロッ

トル開度、エア補正

エンジン回転数、減

速エア上限の設定、

ノッキング信号補正

及び、データファイ

ルの管理を行いま

す。 

その他のモード 

初期設定をはじめ様々な設定を行うモード 
 

車両の仕様に応じ

た初期設定や表示

スケール、ウォー

ニング設定、パス

ワードの設定や変

更、ＶＦＤの輝度調

整、初期化などを

行ないます。 



17 

■［１Ｃｈａｎｎｅｌ～４Ｃｈａｎｎｅｌ］表示項目 

１. Ａｆｌ........................エアフロー（ホットワイヤ・フラップ）使用率 

２. Ｐｒｓ ......................吸気管圧力 
３. Ｋａｒ ......................カルマン渦センサ周波数 

４. Ｔｈｒ .....................スロットル開度 
５. Ｒｅｖ .....................エンジン回転数 
６. Ｃｏｒ .....................エア補正率 
７. Ｋｎｋ .....................ノックレベル 
８. Ｂａｔ .....................バッテリ電圧 
 

■Ｒｅｖ.－［Ｙ］表示項目 
エンジン回転数を横軸にとったプロット表示を行います。 

■セッティング項目 

１. Ｈｉ－Ｔｈｒｔｌ ............. エア補正率設定（スロットル開度大） 

２. Ｌｏ－Ｔｈｒｔｌ.............エア補正率設定（スロットル開度小） 
３. ＴＨ－Ｐｏｉｎｔ ...........スロットル開度設定 
４. Ｎｅ－Ｐｏｉｎｔ ............エア補正エンジン回転数設定 
５. Ｄｅｃ.－Ａｉｒ ............減速エア上限設定 
６. Ｋｎｋ Ｓｅｔ............... ノッキング信号補正 
７. Ｄａｔａ Ｆｉｌｅ .............データファイル管理 

■設定項目 

１. Ｓｅｎｓｏｒ Ｔｙｐｅ .......センサタイプ、センサナンバー設定 
２. Ｃａｒ  Ｓｅｌｅｃｔ ......... 気筒数、スロットルセンサタイプ設定 
３. Ｓｅｎｓｏｒ ｃｈｋ.......... センサチェック 

４. Ｄｉｓｐ Ｓｃａｌｅ ...........表示スケール設定 
５. Ｗａｒｎｉｎｇ Ｓｅｔ........ウォーニング設定 
６. Ｐａｓｓ Ｌｏｃｋ ........... パスワード設定、変更 
７. ＶＦＤ Ｂｒｉｇｈｔ..........ＶＦＤ輝度調整 
８. Ｐｒｏｇｒａｍ Ｖｅｒ.......プログラムバージョンの確認 
９. Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ ...............全データ初期化 
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モニターモードでできること 
メインメニュー【Ｍｏｎｉｔｏｒ】 

［項目内容］  
１. Aｆｌ ..................エアフロー（ホットワイヤ・フラップ）使用率 
２. Ｐｒｓ.................吸気管圧力 
３. Ｋａｒ ................カルマン渦センサ周波数 
４. Ｔｈｒ ................スロットル開度 
５. Ｒｅｖ................エンジン回転数 
６. Ｃｏｒ ................エア補正率 
７. Ｋｎｋ ...............ノックレベル 
８. Ｂａｔ .................バッテリ電圧 

［表示方法］  
数値表示、アナログ表示...リアルタイム表示、ピークホールド表示、ポーズ 

グラフ表示 ......リアルタイム表示、リプレイ表示、ポーズ 

デジアナ表示 ..リアルタイム表示、ピークホールド表示 

【１～４項目から選択して表示する】 
Ｐ２２．【Ｍｏｎｉｔｏｒ】→【１Ｃｈａｎｎｅｌ】～【４Ｃｈａｎｎｅｌ】 

【エンジン回転数を横軸にとったプロット表示を行う】 
Ｐ２７．【Ｍｏｎｉｔｏｒ】→【Ｒｅｖ.－［Ｙ］】 

●Ａｆｌ、Ｐｒｓ、Ｋａｒの３項目は、その車両の持つ吸入空気量を測定する装置により、表

示できる内容がいずれかに決まります。例えば、ホットワイヤ方式のエアフローセン

サ装着車では、Ａｆｌの表示は可能ですが、Ｐｒｓの表示を行うことはできません。 

ご注意 

［縦軸内容］全５項目から１項目を選択して表示  
１. Ａｉｒ Ｆｌｏｗ.........エアフロー（ホットワイヤ・フラップ）使用率 
２. Ｐｒｅｓｓｕｒｅ .......吸気管圧力 
３. Ｋａｒｍａｎ.........カルマン渦センサ周波数 
４. Ｔｈｒｏｔｔｌｅ.........スロットル開度 
５. Ｃｏｒｒｅｃｔ .........エア補正率 

［表示方法］        

１ポイント表示、１０ポイント表示、軌跡表示 

    .............リアルタイム表示、リプレイ表示、ポーズ 
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セッティングモードでできること 
メインメニュー【Ｓｅｔｔｉｎｇ】 

その他のモードで設定を行う 
メインメニュー【ｅｔｃ．】 

１．Ｓｅｎｓｏｒ Ｔｙｐｅ ............................................................................................Ｐ４４ 
センサタイプ、センサナンバー設定 

２．Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ................................................................................................Ｐ５０ 
気筒数設定、スロットルセンサタイプ設定 

３．Ｓｅｎｓｏｒ ｃｈｋ ..............................................................................................Ｐ５２ 
センサチェック 

４．Ｄｉｓｐ Ｓｃａｌｅ................................................................................................Ｐ５３ 
表示スケール設定 

５．Ｗａｒｎｉｎｇ Ｓｅｔ ............................................................................................Ｐ５４ 
ウォーニング設定 

６．Ｐａｓｓ Ｌｏｃｋ ................................................................................................Ｐ５６ 
パスワード設定・変更 

７．ＶＦＤ Ｂｒｉｇｈｔ...............................................................................................Ｐ５８ 
ＶＦＤ輝度調整 

８．Ｐｒｏｇｒａｍ Ｖｅｒ.......................................................................................Ｐ５９ 
プログラムバージョンの確認 

９．Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ ...................................................................................................Ｐ６０ 

全データ初期化 

１．ＨｉーＴｈｒｔｌ ...................................................................................................Ｐ３０ 
エア補正率設定（スロットル開度大） 

２．ＬｏーＴｈｒｔｌ..................................................................................................Ｐ３０ 

エア補正率設定（スロットル開度小） 

３．ＴＨーＰｏｉｎｔ ................................................................................................Ｐ３２ 

スロットル開度設定 

４．ＮｅーＰｏｉｎｔ.................................................................................................Ｐ３４ 
エア補正エンジン回転数設定 

５．Ｄｅｃ－Ａｉｒ...................................................................................................Ｐ３６ 
減速エア上限設定（ホットワイヤ式エアフローセンサ装着車のみ） 

６．Ｋｎｋ Ｓｅｔ ....................................................................................................Ｐ３８ 
ノッキング信号補正 

７．Ｄａｔａ Ｆｉｌｅ...................................................................................................Ｐ４０ 
データファイル管理 
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１～４項目から選択して表示する______________________ ２２ 
回転数を横軸にとったプロット表示を行う______________ ２７ 

第４章 モニターモード 
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 ●グラフ表示例 
【機能】ポーズ、リプレイ 

下記の全８項目のデータから、１～４Ｃｈａｎｎｅｌのいずれかを選択し表示します。表示方法は、

数値表示、アナログ表示、グラフ表示、デジアナ表示を行うことができます。それぞれポー

ズも行えます（デジアナ表示は除く）。また、数値表示、アナログ表示、デジアナ表示で

は、ピークホールド、グラフ表示では*リプレイを行うことができます。 

１項目のデータ表示 

２項目のデータ表示 

２. モニターメニューで、 【１～４Ｃｈａｎｎｅｌ】 

を選択します。 

１. メインメニューで、 【Ｍｏｎｉｔｏｒ】を選択します。 

メインメニュー 

【注意】リプレイ機能は、最後にメモリした表示を記憶します.。したがって、表示
項目等を変更しても、表示項目に関係なく最後のメモリをリプレイします。 ■表示項目内容 

１. Ａｆｌ ..... エアフロー使用率 
４. Ｔｈｒ..... スロットル開度 
７. Ｋｎｋ.... ノックレベル 

２. Ｐｒｓ......吸気管圧力 
５. Ｒｅｖ ....エンジン回転数 
８. Ｂａｔ .....バッテリ電圧 

３. Ｋａｒ ....カルマン渦センサ 
６. Ｃｏｒ .... エア補正率 

戻る 

または 

Ｐｒ 

●数値表示例 

【機能】ポーズ、ピークホールド 

●アナログ表示例 

【機能】ポーズ、ピークホールド 

１Ｃｈａｎｎｅｌ表示 ２Ｃｈａｎｎｅｌ表示 １Ｃｈａｎｎｅｌ表示 

モニターメニュー ４項目のデータ表示 

３項目のデータ表示 

 ●デジアナ表示例 
【機能】ピークホールド 

全Ｃｈａｎｎｅｌ共通表示 

選択 

または 

決定 選択 決定 

または Ｎｘ 

【Ｍｏｎｉｔｏｒ Ｍｅｎｕ】→【１Ｃｈａｎｎｅｌ】～【４Ｃｈａｎｎｅｌ】 

１～４項目から選択して表示する 

１Ｃｈａｎｎｅｌ表示 ２Ｃｈａｎｎｅｌ表示 ３Ｃｈａｎｎｅｌ表示 ４Ｃｈａｎｎｅｌ表示 
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次ページに続く 

■【１Ｃｈａｎｎｅｌ】を選択した場合  
(１) 表示項目を選択する 

表示項目選択モードで、スイッチを上・下

に操作し表示項目を選択します。選択項目

は反転して表示されます。 

(２) 表示する 

スイッチを右、もしくはセンタープッシュを

押す事により表示を行います。 

■【２～４Ｃｈａｎｎｅｌ】を選択した場合  

(１) 表示チャンネルを選択する 

表示チャンネル選択モードで、スイッチを

上・下に操作し表示チャンネルを選択しま

す。選択チャンネルの数字が反転して表

示されます。 

(２) 表示項目を選択する 

表示チャンネルを選択し、スイッチを右に

操作すると表示項目選択モードになりま

す。チャンネル数値と表示項目が反転しま

す。その状態で、スイッチを上・下に操

作すると表示項目が選択できます。 

(３) 他のチャンネルの表示項目を選択する 

表示項目選択モードで、スイッチを左に操

作すると表示チャンネル選択モードに戻り

ます。全ての表示項目を設定するまで、

(１),(２)を繰り返します。 
(４) 表示する 

表示項目選択モードで、スイッチを右に操

作するか、表示チャンネル選択モードで、

センタープッシュしポップアップメニューで

【Ｎｘ】を選択すると表示を行います。 

上の表示画面例は、センサタイプがホットワ

イヤもしくは、フラップで【２Ｃｈａｎｎｅｌ】選択

時のものです。 

３. 項目選択メニューで、 表示させるデータを選択します。 

選択 

＝ 
※センタースイッチの上押しは、ロータリースイッ

チでは右回し、センタースイッチの下押しは、

ロータリースイッチでは左回しとなります。 

選択 決定 

または 

Ｎｘ 

または 
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Ｐｒ 

戻る 

表示チャンネル選択 

表示項目選択 

選択 

または 

決定 

Ｎｘ 

表示項目選択 
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●数値表示、アナログ表示時の機能 
アナログ表示は最大２項目まで表示しま
す。【３Ｃｈａｎｎｅｌ】以上を選択した場合
は、選択No.１と２が表示されます。 

解除 

項目が反転

して表示さ

れます。 

 

４. 項目選択メニューで、 選択した項目が表示されます。 

戻る 

Ｐｒ 

※モニター表示中にセンタースイッチの下方向を長押しするとエア補正率（Ｐ３０）

の設定画面に切り替わります。また、エア補正率設定画面でセンタースイッチ

の下方向を長押しすると、モニター表示に戻ります。 

ポーズ 

ピーク 

●通常表示 ■ポーズ 

■ピーク表示 

リセット 

設定 

ピーク値 

※図は【１Ｃｈａｎｎｅｌ】選択時の例です。 

解除 

センタープッシュして、

ポップアップメニューで

【Ｎｘ】を押すごとに、

（数値表示）→（グラフ

表示）→（アナログ表

示）→（デジアナ表示）

→（数値表示）･････を切

替えます。 

アナログ表示 グラフ表示 

デジアナ表示 
Ｎｘ 

数値表示 
Ｎｘ 

Ｎｘ 

Ｎｘ 

rｅｓ． 

１．Ａｆｌ 

２．Ｐｒｓ 

３．Ｋａｒ 

４．Ｔｈｒ 

５．Ｒｅｖ 

６．Ｋｎｋ 

７．Ａｌｌ 

メニュー内容 

←エアフロー使用率 

←吸入管圧力 

←カルマン渦センサ 

←スロットル開度 

←エンジン回転数 

←ノッキング 

←全項目 

 

■ピーク値リセット設定 
リセットする項目を選択し、決定します。 

選択 

ﾘｾｯﾄ 

リセットせず戻る 

または 

前ページの続き  
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次ページに続く 

●Ａｆｌ、Ｐｒｓ、Ｋａｒの３項目は、その車両の持つ吸入空気量を測定する装置により、表

示できる内容がいずれかに決まります。例えば、ホットワイヤ方式のエアフローセン

サ装着車では、Ａｆｌの表示は可能ですが、Ｐｒｓの表示を行うことはできません。 

ご注意 

メモリ時間は以下のよ
うになっています。 
【１Ｃｈａｎｎｅｌ】.... ６０秒 
【２Ｃｈａｎｎｅｌ】... ３０秒 
【３Ｃｈａｎｎｅｌ】... ２０秒 
【４Ｃｈａｎｎｅｌ】... １５秒 

●グラフ表示時の機能 ※下図は【１Ｃｈａｎｎｅｌ】選択時の例です。 

一時停止 

再開 

●通常表示 

メモリ開始 

リプレイ開始 
（右スクロール） 

ポーズ 

右スクロール 

左スクロール 

一時停止 

再開 

■リプレイ機能 

残り時間 

■メモリ機能 
メモリ停止 

解除 

■ポーズ 

右スクロール 

左スクロール 
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前ページの続き  

●デジアナ表示時の機能      

※デジアナ表示は選択チャンネルに関係なく、常に４Ｃｈａｎｎｅｌ表示となりま

す。また、表示項目もエンジン回転数・スロットル開度・ノックレベル・

エア補正率の４項目に固定されます。 

ピーク 

●通常表示 

ピーク値 

■ピーク表示 

解除 

■数値表示が点滅する？！ 

ウォーニングの設定がされていませんか？ 

Ｒｅｖ［エンジン回転数］やＫｎｋ［ノックレベル］等が表示されている時は設定回転

数、設定レベル以上から数値が反転点滅します。（Ｐ５４） 

■数字表示・アナログ表示が動かない？！ 

ポーズがかかっていませんか？ 

ポーズがかかっていると数字表示・アナログ表示は動きません。センタースイッチ

を下に操作し、ポーズを解除してください。 
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メインメニュー 

２. モニターメニューで、 【Ｒｅｖ．－［Ｙ］】 

を選択します。 

１. メインメニューで、 【Ｍｏｎｉｔｏｒ】を選択します。 

３. 項目選択メニューで、 表示させるデータ 

を選択します。 

※センタープッシュし、ポップアップメニューで【Ｎｘ】を

押すごとに（１ポイント表示）→（１０ポイント表示）→

（軌跡表示）→（１ポイント）･････を切替えます。 

４. 項目選択メニューで、 選択した項目が 

表示されます。 

■メモリ機能 

残り時間 
メモリ時間... ３０秒 

決定 選択 

または 

ﾒﾓﾘ開始 ﾒﾓﾘ停止 

【１～４Ｃｈａｎｎｅｌ】のメモリは

クリアされます。 

戻る 

Ｐｒ 

【Ｍｉｎｉｔｏｒ Ｍｅｎｕ】→【Ｒｅｖ．－［Ｙ］】 

回転数を横軸にとったプロット表示を行う 

選択 決定 

Ｎｘ 

戻る 

または 

Ｐｒ 

モニターメニュー 

選択 

または 

決定 

Ｎｘ 

戻る 

または 

Ｐｒ 

リプレイ 

時間 

■リプレイ機能 

Ｎｘ 

１ポイント表示 

１０ポイント表示 

Ｎｘ 
Ｎｘ 

軌跡表示 

軌跡ｸﾘｱ 

1. ＡｉｒＦｌｏｗ.....エアフロー使用率 
2. Ｐｒｅｓｓｕｒｅ ...吸気管圧力 
3. Ｋａｒｍａｎ ....カルマン渦センサ周波数 
4. Ｔｈｒｏｔｔｌｅ.....スロットル開度 
5. Ｃｏｒｒｅｃｔ.....エア補正率 
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ﾘﾌﾟﾚｲ開始 ﾘﾌﾟﾚｲ終了 

ポーズ 
メモリを全てリプレイ

すると自動的にリプ

レイは終了します。 

または 
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第５章 セッティングモード 

エア補正率の設定（スロットル開度大） _____________ ３０ 
エア補正率の設定（スロットル開度小） _____________ ３０ 
スロットル開度の設定 _____________________________ ３２ 
エア補正エンジン回転数の設定 _____________________ ３４ 
減速エア上限の設定 ______________________________ ３６ 
ノッキング信号補正________________________________ ３８ 
データファイル管理_______________________________ ４０ 
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【Ｓｅｔｔｉｎｇ Ｍｅｎｕ】→【Ｈｉ－Ｔｈｒｔｌ】・【Ｌｏ－Ｔｈｒｔｌ】 

エア補正率の設定（スロットル開度大・小） 

または 

セッティングメニュー 

補正率ゼロ 

選択時のグラフは明るく表示されます。 

補正領域（減量） 

補正率 

スロットル開度 

補正領域（増量） 

補正エンジン回転数 

ファイルナンバー 

２. セッティングメニューで、 【Ｈｉ・Ｌｏ－Ｔｈｒｔｌ】を選択します。 １. メインメニューで、 【Ｓｅｔｔｉｎｇ】を選択します。 

選択 

決定 

ＳＡＦＣⅡでは入力されたエアフロー信号を一度、空気量の値に変換し、この値をエア補正

率で補正します。出力は補正された空気量の値に対するエアフロー信号に変換し、エレク

トロニックコントロールユニット（ＥＣＵ）に出力します。 

従って、補正率を＋１０％とするとＥＣＵは空気量が１０％増加したと認識し、約＋１０％の燃料増

量を行います。 

エア補正率の設定では、１２ポイントのエンジン回転数ごとに補正幅＋５０％～－５０％で１％刻

みに調整できます。さらに、スロットル開度の大小に合わせた設定を行う事ができます。 

●走行中、絶対に運転者は本製品を操作しないでください。 
運転操作に支障をきたし、事故の原因になります。 

警告 ！ 

選択 

または 

決定 
メインメニュー 

または 

Ｎｘ 

Ｐｒ 

戻る 
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通常表示イメージ図 

縮小表示 実際の通常表示 

【Ｈｉ－Ｔｈｒｔｌ】 

※エア補正スルー機能 

エア補正率設定画面でセンタースイッチの上方向を長押しすると、設定していた補正値がフ

ラット（補正なし）の状態になります。上方向をもう１度長押しすると、設定値が戻ります。 

3. エア補正率のセッティングモードになります。 

【Ｌｏ－Ｔｈｒｔｌ】 

Ｎｘ 

センタープッシュして、

ポップアップメニューで

【Ｎｘ】を押すごとに、Ｈｉ-
ＴｈｒｔｌモードとＬｏ-Ｔｈｒｔｌモー
ドを切り替える事ができま

す。 

エンジン回転数選択 補正率の増減 

表示切替 

通常表示でのセッティング画面は上図のようなイメージになります。実際の表示は左下図

になり、センタ－スイッチを左右に押す事により画面がスクロールします。また、通常表示

時にセンタースイッチの上下どちらかを押すと、右下図のように縮小表示に切り替える事が

できます。ここでは１画面に全てのセッティンググラフが表示されます。なお、縮小表示時

にセンタースイッチの上下どちらかを押すと、通常表示に切り替わります。 

通常表示・縮小表示同様にセンタースイッチの

左右でエンジン回転数の選択を行い、ロータ

リースイッチで補正率の増減を行います。 

ロータリースイッチは右回しで＋方向（増量）、

左回しで－方向（減量）にグラフが動きます。 
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２. セッティグメニューで、 【ＴＨ－Ｐｏｉｎｔ】を選択します。 １. メインメニューで、 【Ｓｅｔｔｉｎｇ】を選択します。 

選択 

または 

決定 
メインメニュー 

セッティングメニュー 

選択 

または 

決定 

(１) スロットル開度Ｌｏ・Ｈｉを選択する 

センタースイッチを左右に操作し、スロットル開

度Ｌｏ・Ｈｉを選択します。選択している数値は、

反転表示されます。 

(２) 数値を設定する 

数値を選択しセンタースイッチを上下に押すか、

ロータリースイッチを左右に回す事で、数値が

増減します。 

ロータリースイッチは右回しで数値が増え、左

回しで数値が減る方向になります。 

(３) 設定を終了する 

センタープッシュしてポップアップメニューで、

【Ｐｒ】を選択する、もしくは、スロットル開度Ｌｏ

選択時にセンタースイッチを左に押すと、セッティ

ングメニューに戻ります。 

■設定範囲  括弧内は初期値です  
Ｌｏ【スロットル開度小】 ０～９８（１０）［％］ 
Ｈｉ【スロットル開度大】 １～９９（５０）［％］ 

＊１％刻みで設定可能 

増減 

または 

【Ｓｅｔｔｉｎｇ Ｍｅｎｕ】→【ＴＨ－Ｐｏｉｎｔ】 

スロットル開度の設定 

または 

Ｐｒ 

Ｎｘ 

3. スロットル開度設定モードになります。 
戻る 

または Ｐｒ 

戻る 

選択 
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スロットル開度設定による補正率の変化 

０.２５ 

０.７５ 

スロットル開度 

+３％ 

+２％ 

-１％ 
０ ２０％ ４０％ ６０％ 

補正値 

スロットル開度４０％時のエア補正率 

※スロットル開度４０％時のエア補正率は、次の式より求めることができます。 

＋（－１％）＝２％ 
（３％－（－１％））×（４０％－１０％） 

５０％－１０％ 

● スロットル開度５０％以上の場合Ｈｉ－Ｔｈｒｔで設定した補正率＋３％ 

● スロットル開度１０％以下の場合Ｌｏ－Ｔｈｒｔで設定した補正率－１％ 

スロットル開度をＬｏ･１０％、Ｈｉ･５０％に設定した場合、スロットル開度４０％時のエア補正率は

次のようになります。 
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エンジン回転数選択 エンジン回転数設定 

戻る 

または 

Ｐｒ 

【Ｓｅｔｔｉｎｇ Ｍｅｎｕ】→【Ｎｅ－Ｐｏｉｎｔ】 

エア補正エンジン回転数の設定 

２. セッティグメニューで、 【Ｎｅ－Ｐｏｉｎｔ】を選択します。 １. メインメニューで、 【Ｓｅｔｔｉｎｇ】を選択します。 

選択 

決定 
メインメニュー 

セッティングメニュー 

選択 

または 

決定 

Ｎｘ 

■設定範囲  括弧内は初期値です  
Ｎｅ Ｐｏｉｎｔ【エンジン回転ポイント】８００～９８００［ｒｐｍ］ 
（１０００.１６００.２２００.２８００.３４００.４０００.４６００.５２００.５８００.６４００.７０００.７６００） 

   ＊２００ｒｐｍ刻みで設定可能 

3. エア補正エンジン回転数設定モードになります。 
戻る 

または Ｐｒ 

Ｎｅ：エンジン回転数 

Ｎｅ０１＜Ｎｅ０２＜Ｎｅ０３＜Ｎｅ０４＜Ｎｅ０５＜Ｎｅ０６＜Ｎｅ０７＜Ｎｅ０８＜Ｎｅ０９＜Ｎｅ１０＜Ｎｅ１１＜Ｎｅ１２ 

Ｎｅ０２はＮｅ０１より低い回転数で設定はできません。他の回転ポイントでも同様です。 

または 

選択 

または 

増減 

または 
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※設定例 

(１) エンジン回転ポイントを選択する 

センタースイッチを上下に押すか、ロータリースイッチを左右に回し、エンジン回転ポイ

ントを選択します。選択している項目は、反転表示されます。ロータリースイッチは右回

しで上方向、左回しで下方向にカーソルが移動します。 

(２) エンジン回転数を設定する 

エンジン回転ポイントを選択し、センタースイッチを右に押すとエンジン回転数を設定す

ることができます。センタースイッチを上下に押すか、ロータリースイッチを左右に回す

事で、数値が増減します。 

ロータリースイッチは右回しで数値が増え、左回しで数値が減る方向になります。 

⇒他のエンジン回転数ポイントも設定する場合 

センタースイッチを左に操作し、(１),(２)を繰り返し行ってください。 
(３) 設定を終了する 

センタープッシュしてポップアップメニューで、【Ｐｒ】を選択する、もしくは、エンジン回

転ポイント選択時（Ｎｅ０１～Ｎｅ１２）にセンタースイッチの左を押すとセッティングメニューに

戻ります。 

 Ｎｅ０１ Ｎｅ０２ Ｎｅ０３ Ｎｅ０４ Ｎｅ０５ Ｎｅ０６ Ｎｅ０７ Ｎｅ０８ Ｎｅ０９ Ｎｅ１０ Ｎｅ１１ Ｎｅ１２ 

Ｎｅ １０００ １６００ ２２００ ２８００ ３４００ ４０００ ４６００ ５２００ ５８００ ６４００ ７０００ ７６００ 

Ｈｉ ２ ４ ３ ３ ６ ８ ９ ９ ７ ５ ３ １ 

Ｌｏ －４ －２ ０ １ ２ ２ １ ０ －１ －２ －３ －３ 

(Ｈｉ) ８０％ 

(Ｌｏ) ３０％ 

 

Ｔｈｒ 

エンジン回転数設定とスロットル開度設定による補正のかかり方 

 エンジン回転数（ｒｐｍ） 

１０００ １６００ ２２００ ２８００ ３４００ ４０００ ４６００ ５２００ ５８００ ６４００ ７０００ ７６００ 

０ －４ －２ ０ １ ２ ２ １ ０ －１ －２ －３ －３ 

１０ －４ －２ ０ １ ２ ２ １ ０ －１ －２ －３ －３ 

２０ －４ －２ ０ １ ２ ２ １ ０ －１ －２ －３ －３ 

３０ －４ －２ ０ １ ２ ２ １ ０ －１ －２ －３ －３ 

４０ －２.８ －０.８ ０.６ １.４ ２.８ ３.２ ２.６ １.８ ０.６ －０.６ －１.８ －２.２ 

５０ －１.６ ０.４ １.２ １.８ ３.６ ４.４ ４.２ ３.６ ２.２ ０.８ －０.６ －１.４ 

６０ －０.４ １.６ １.８ ２.２ ４.４ ５.６ ５.８ ５.４ ３.８ ２.２ ０.６ －０.６ 

７０ ０.８ ２.８ ２.４ ２.６ ５.２ ６.８ ７.４ ７.２ ５.４ ３.６ １.８ ０.２ 

８０ ２ ４ ３ ３ ６ ８ ９ ９ ７ ５ ３ １ 

９０ ２ ４ ３ ３ ６ ８ ９ ９ ７ ５ ３ １ 

１００ ２ ４ ３ ３ ６ ８ ９ ９ ７ ５ ３ １ 

ア
ク
セ
ル
開
度
（
％
） 

Ｌｏ－Ｔｈｒｔ ｌ以下

の開度は同じ補

正 率 に な り ま

す。 
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【Ｓｅｔｔｉｎｇ Ｍｅｎｕ】→【Ｄｅｃ．－Ａｉｒ】 

減速エア上限設定 

ホットワイヤ式エアフローセンサ装着車でターボ車両の場合、スロットルを戻した時の吹き返

しによりエンジンストールする場合があります。 

この様な場合、減速エアの上限設定を行うことでエジンストールを防止する事ができます。 

減速エアの上限設定を行うと、Ｔｈｒのスロットル開度以下の時、Ｎｅ０１・Ｎｅ０２（Ｎｅ-ＰｏｉｎｔのＮ
ｅ０１・Ｎｅ０２と対応）で設定したエンジン回転数において、エアフロー出力電圧に上限を与え

ます。 

または セッティングメニュー 

２. セッティングメニューで、 【Ｄｅｃ.-Ａｉｒ】を選択します。 １. メインメニューで、 【Ｓｅｔｔｉｎｇ】を選択します。 

選択 

決定 

選択 

または 

決定 
メインメニュー 

Ｎｘ 

または 

Ｐｒ 

●Ｎｅ０２を上回るエンジン回転数では、減速エア上限

設定は行われません。 

●Ｔｈｒが＊＊＊＊のときは、減速エア上限設定は行わ

れません。 

ご注意 

3. 減速エア上限設定モードになります。 
戻る 

または Ｐｒ 

戻る 
 

 

選択 

または 

増減 

または 
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１．Ｎｅ０１・Ｎｅ０２の回転数確認 

イグニッションスイッチをＯＮにし、エア補正ポイント設定【Ｎｅ－Ｐｏｉｎｔ】にてＮｅ０１・Ｎｅ０２

の回転数を確認します。初期値だと、Ｎｅ０１は１０００ｒｐｍ・Ｎｅ０２は１６００ｒｐｍとなります。 

２．Ｔｈｒ・Ａｆｌ・Ｒｅｖの確認 

モニターモード【Ｍｏｎｉｔｏｒ】にして、スロットル開度（Ｔｈｒ）、エンジン回転数（Ｒｅｖ）、エ

アフロー使用率（Ａｆｌ）の表示ができるように選択します。 

エンジンを始動して、ギアをニュートラルにします。エンジンが暖機される前に、次の事を

行ってください。 

１．Ｎｅ０２（初期値は１６００ｒｐｍ）のエンジン回転数を保持します。その時の、スロットル開

度とエアフロー使用率を確認してください。 
２．Ｎｅ０１（初期値は１０００ｒｐｍ）のエンジン回転数を保持します。その時の、エアフロー使

用率を確認してください。 
３．Ｄｅｃ.-Ａｉｒの入力 
減速エア上限設定【Ｄｅｃ.－Ａｉｒ】のＴｈｒを 
選択して、２－１で確認したスロットル 

開度以下の数値を入力してください。 

次に、Ｎｅ０１を選択して２－２で確認した 

エアフロー使用率以上の数値を入力して 

ください。最後に、Ｎｅ０２を選択して、 

２－１で確認したエアフロー使用率以上の 

数値を入力してください。 

(１) スロットル開度、エンジン回転ポイントを選択する 

センタースイッチを上下に押すか、ロータリースイッチを左右に回し、スロットル開度およ

び、エンジン回転ポイントを選択します。選択している項目は、反転表示されます。ロー

タリースイッチは右回しで上方向、左回しで下方向にカーソルが移動します。 

(２) 数値を設定する 

各項目を選択し、センタースイッチを右に押すとＴｈｒではスロットル開度、Ｎｅ０１・Ｎｅ０２で

はエアフロー使用率の上限値を設定することができます。センタースイッチを上下に押す

か、ロータリースイッチを左右に回す事で、数値が増減します。 

ロータリースイッチは右回しで数値が増え、左回しで数値が減る方向になります。 

(３) 設定を終了する 

センタープッシュしてポップアップメニューで、【Ｐｒ】を選択する、もしくは、項目選択時

（Ｔｈｒ・Ｎｅ０１・Ｎｅ０２）にセンタースイッチを左に押すと、セッティングメニューに戻ります。 

Ｄｅｃ.－Ａｉｒの設定方法 
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(１) 補正回転ポイントを選択する 

センタースイッチを上下に押すか、ロータリース

イッチを左右に回し、補正回転ポイントを選択し

ます。選択している数値は、反転表示されま

す。ロータリースイッチは右回しで上方向、左回

しで下方向にカーソルが移動します。 

(２) 信号補正を行う 

補正回転ポイントを選択し、エンジン回転数を規

定の回転数まで上げて、センタースイッチを右

に押すと、ノック信号が補正されます。 

(３) 設定を終了する 

センタープッシュしてポップアップメニューで、

【Ｐｒ】を選択する、もしくは、センタースイッチを

左に押すと、セッティングメニューに戻ります。 

※ご注意･･･本項目設定時、一般公道での空吹かしは行わないでください。 

【Ｓｅｔｔｉｎｇ Ｍｅｎｕ】→【Ｋｎｋ Ｓｅｔ】 

ノッキング信号補正 

または 

セッティングメニュー 

２. セッティングメニューで、 【Ｋｎｋ Ｓｅｔ】を選択します。 １. メインメニューで、 【Ｓｅｔｔｉｎｇ】を選択します。 

選択 

決定 

選択 

決定 
メインメニュー 

Ｎｘ 

または 

Ｐｒ 

3. ノッキング信号補正モードになります。 
戻る 

または Ｐｒ 

戻る 

 

ノックセンサから得た信号をノックレベルに換算する為の設定を行います。 

メーカー、車両ごとに異なるノックセンサや、同一車種でも車両の個体差により、ノック信号

が微妙に異なる場合でも対応できるよう、２ポイントの回転領域で補正を行います。 

本項目は、初期設定の必須項目です。 

補正 

リアルタイムのノックセンサ生データ

（ノックレベルではありません） 

リアルタイムのエンジン回転数 

または 

選択 

または 
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Ｋｎｋ Ｓｅｔの設定方法 

規定の回転領

域まで回転数を

上げる 

回転数が安定した

らセンタースイッチ

の右を押す。 

補正 

補正 

上記同様、規定回転

領域で回転数が安定

したらセンタースイッ

チの右を押す。 

（例） 

×印が消えているかを確認 

●純正ノックセンサ信号のある車両は必ず設定を行ってください。 

設定を行わないとモニターモードでノックレベルの値が表示されません。 

●純正ノックセンサ信号のない車両では設定は行えません。 

●ノックセンサの特性上、ノッキングや燃焼過程での問題等で、エンジンにダメージを

与える状態でも信号レベルが低く検出される事により、ノックレベル値が低く表示さ

れる事があります。 

ご注意 
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１. 回転数１の補正 

無負荷状態（ニュートラル）でエンジン回転数を、１３００ｒ

ｐｍ～１７００ｒｐｍの間で一定に保ちます。（右図の例では１

６００ｒｐｍを保持しています）回転数が安定したら、セン

タースイッチを右に押します。補正が完了すると回転数と

ノックセンサのデータが記録されます。（右図の例では１

６８０ｒｐｍと２７になります）補正が失敗した場合はノックセ

ンサのデータ値が１５００のままになりますので、再度、規

定の回転領域で補正を行ってください。 

２. 回転数２の補正 

回転数１の補正同様、無負荷状態（ニュートラル）でエン

ジン回転数を、３２００ｒｐｍ～３７００ｒｐｍの間で一定に保ち

ます。（右図の例では３３００ｒｐｍを保持しています）回転

数が安定したら、センタースイッチを右に押します。補正

が完了すると回転数とノックセンサのデータが記録されま

す。（右図の例では３３９０ｒｐｍと４８になります）補正が

失敗した場合はノックセンサのデータ値が３５００のままに

なりますので、再度、規定の回転領域で補正を行ってく

ださい。 

３. 補正完了後 

モニターモードにしてノック（Ｋｎｋ）を選択し、表示上か

ら×印が消えている事を確認してください。消えていれば

補正が完了した事になります。×印が消えていなけれ

ば、再度、補正を行ってください。 
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２. セッティグメニューで、 【Ｄａｔａ Ｆｉｌｅ】を選択します。 １. メインメニューで、 【Ｓｅｔｔｉｎｇ】を選択します。 

選択 

または 

決定 
メインメニュー 

セッティングメニュー 

選択 

または 

決定 

または 

Ｐｒ 

Ｎｘ 

3. データファイル管理モードになります。 
戻る 

または Ｐｒ 

戻る 

【Ｓｅｔｔｉｎｇ Ｍｅｎｕ】→【Ｄａｔａ Ｆｉｌｅ】 

データファイル 

●Ｆｉｌｅ１・Ｆｉｌｅ２を同時に、ＯＮもしくは、ＯＦＦにすることはできません。どちらか一方を

ＯＮにすると、もう一方はＯＦＦになります。 

ご注意 

選択 

または 

切替 
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(１) データファイルを選択する 

センタースイッチを上下に押すか、ロータリースイッチを左右に回し、データファイルを

選択します。選択している項目は、反転表示されます。ロータリースイッチは右回しで上

方向、左回しで下方向にカーソルが移動します。 

(２) データファイルのＯＮ／ＯＦＦを切り替える 

各項目を選択し、センタースイッチを右に押すと保存されているデータを有効にするか、

無効にするか（ＯＮ／ＯＦＦ）を切り替えることができます。センタースイッチを上に押すと

有効（ＯＮ）、下に押すと無効（ＯＦＦ）になります。 

(３) 設定を終了する 

センタープッシュしてポップアップメニューで、【Ｐｒ】を選択する、もしくは、項目選択時

（Ｆｉｌｅ１・Ｆｉｌｅ２）にセンタースイッチを左に押すと、セッティングメニューに戻ります。 

●セッティングデータのＳａｖｅとＬｏａｄについて 

データファイルでは、４項目（エア補正率Ｈｉ／Ｌｏ設定・スロッ

トル開度設定・エア補正エンジン回転数設定・減速エア上限

設定）のセッティングデータをＳａｖｅ（保存）及び、Ｌｏａｄ

（呼び出し）します。 

４項目の中で、何かしらの設定が変更されると、自動でＦｉｌｅ

（ＯＮになっているＦｉｌｅ）に設定がＳａｖｅされます。 

＜Ａｕｔｏ Ｓａｖｅ機能＞ 
初期状態（工場出荷時）では、Ｆｉｌｅ１がＯＮ、Ｆｉｌｅ２がＯＦＦに

なっています。 

Ｆｉｌｅ２をＯＮにすると、Ｆｉｌｅ１はＯＦＦになります。この時、Ｆｉｌｅ２に

ＳａｖｅされていたデータがＬｏａｄされます。初めて、Ｆｉｌｅ２をＯＮ

にした場合は初期（工場出荷時）データがＬｏａｄされ、以前

にＦｉｌｅ２をＯＮにして、設定を変更した履歴があれば、その

時、変更されたデータがＬｏａｄされます。 

Ｓａｖｅは上書き保存のため、Ｌｏａｄされるデータは直前にＳａｖｅ

されたデータとなっています。 

Ｆｉｌｅ１をＯＮに戻した時も、同様です。 

●走行中、絶対にＦｉｌｅの切替えは行わないでください。 

セッティングデータによっては、大幅に仕様が異なる可能性

があるため、エンジンを破損させる恐れがあります。 

警告 ！ 
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センサタイプ・センサナンバーの設定 ________________４４ 
気筒数・スロットルタイプの設定 ___________________５０ 
センサチェック ___________________________________５２ 
表示スケールの設定 _____________________________５３ 
ウォーニング設定 ________________________________５４ 
パスワードの設定・変更 __________________________５６ 
ＶＦＤ輝度調整 ____________________________________５８ 

プログラムバージョンの確認 ________________________５９ 

全データ初期化 __________________________________６０ 

こんな時は？ _____________________________________ ６２ 

その他のモード 第６章 
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【ｅｔｃ．】→【Ｓｅｎｓｏｒ Ｔｙｐｅ】 

センサタイプ センサナンバーの設定 
車両に合わせた、センサタイプとセンサナンバー（センサ特性）を設定します。なお、本項

目は初期設定の必須項目です。 

２. その他のメニューで、 【Ｓｅｎｓｏｒ Ｔｙｐｅ】を選択します。 １. メインメニューで、 【ｅｔｃ．】を選択します。 

選択 

または 

決定 
メインメニュー 

その他のメニュー 

選択 

決定 

戻る 

または 

Ｐｒ 

または Ｎｘ 

3. センサタイプ設定モードになります。 または Ｐｒ 

センサタイプは別冊車種別配線図表を参照してください。 

選択したセンサタイプによりセンサナンバーなどの設定が異なります。 

●Ｈｏｔ－Ｗｉｒｅ・Ｐｒｅｓｓｕｒｅを選択･･････Ｐ４５ 

●Ｆｌａｐ・Ｋａｒｍａｎを選択････････････Ｐ４９ 

センサ選択 

選択 

または 

 

戻る 

(１) センサタイプを選択する 

センタースイッチを上下に操作するか、ロータリー

スイッチを左右に回し、センサタイプを選択しま

す。選択している項目は、反転表示されます。

ロータリースイッチは右回しで上方向、左回しで

下方向にカーソルが移動します。 

(２) センサナンバー設定画面に移動する 

センタープッシュしてポップアップメニューで【Ｎ

ｘ】を選択する、もしくは、センタースイッチを右

に押すとセンサナンバー設定画面に移ります。 

(３) 設定を終了する 

センタープッシュして、ポップアップメニューで

【Pr】を選択する、もしくは、センタースイッチを
左に押すと、その他のメニューに戻ります。 
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●センサタイプをＨｏｔ-Ｗｉｒｅもしくは、Ｐｒｅｓｓｕｒｅに設定した場合 

■同じ車型でも車の仕様によっては、ＩｎとＯｕｔの設定を変えなければなりません。 

(例)シルビア Ｓ１４ ＳＲ２０ＤＥＴ ‘９３.１０～‘９８.１２ 

※ＥＣＵがノーマルでエアフローセンサがＺ３２用の場合 

Ｉｎ ０２＝Ｚ３２エアフローセンサ 

Ｏｕｔ ０５＝Ｓ１４ノーマルエアフローセンサ 

※Ｚ３２用エアフローセンサの特性に変更されたＥＣＵでエア

フローセンサがＺ３２用の場合 

Ｉｎ ０２＝Ｚ３２エアフローセンサ 

Ｏｕｔ ０２＝Ｚ３２エアフローセンサ 

※ＥＣＵとエアフローセンサがノーマルの場合 

Ｉｎ ０５＝Ｓ１４ノーマルエアフローセンサ 

Ｏｕｔ ０５＝Ｓ１４ノーマルエアフローセンサ 
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４. センサナンバーを設定します。 戻る 

または Ｐｒ 

(１) Ｉｎ・Ｏｕｔを選択する 

センタースイッチを左右に操作し、Ｉｎ・Ｏｕｔを選択しま

す。選択している数値は、反転表示されます。 

(２) センサナンバーを設定する 

数値を選択し、センタースイッチを上下に押すか、

ロータリースイッチを左右に回す事で、数値が増減し

ます。 

ロータリースイッチは右回しで数値が増え、左回しで

数値が減る方向になります。 

(３) 設定を終了する 

センタープッシュしてポップアップメニューで、【Ｐｒ】

を選択する、もしくは、Ｉｎ選択時にセンタースイッチを

左に押すと、センサタイプ設定画面に戻ります。 

選択 

センサナンバーは別冊車種別配線図表を参照してください。 

通常の使用では、ＩｎとＯｕｔは同じセンサナンバーに設定します。 

●Ｐｒｅｓｓｕｒｅはここで設定終了です。 

上記（３）の設定を終了するに従って設定画面から抜けてください。この時、設定した数

値等は保存されます。 

●Ｈｏｔ－Ｗｉｒｅはセンサ出力計算方式の設定を行います。 

センタープッシュしてポップアップメニューで、【Ｎｘ】を選択する、もしくは、Ｏｕｔ選択時

にセンタースイッチを右に押すと、センサ出力計算方式の設定画面に移ります。 

増減 

または 
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５. センサ出力計算方式を設定します。 

(１) Ｉｎ・Ｏｕｔを選択する 

センタースイッチを左右に操作し、Ｉｎ・Ｏｕｔを選択しま

す。選択している数値は、反転表示されます。 

(２) 計算方式を設定する 

数値を選択し、センタースイッチを上下に押すか、

ロータリースイッチを左右に回す事で、計算方式が切

り替わります。 

ロータリースイッチは右回しでセンタースイッチの上方

向、左回しで下方向と同じ動きになります。 

(３) 設定を終了する 

センタープッシュしてポップアップメニューで、【Ｐｒ】

を選択する、もしくは、Ｉｎ選択時にセンタースイッチを左

に押すと、センサナンバー設定画面に戻ります。 

計算方式操作図 

Ｏｕｔ 

選択時 

Ｉｎ選択時 

※センタースイッチの上方向とロータリースイッチの右回し、センタースイッチの下方向と

ロータリースイッチの左回しは同じ機能です。 

スカイラインＧＴ－Ｒを除くほとんどの車種が、Ｉｎ １／Ｏｕｔ １の設定になります。設定方法
は次ページからの設定例を参考にしてください。 

戻る 

または Ｐｒ 

選択 

切替 

または 

Ｏｕｔ 

選択時 

Ｉｎ選択時 
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Ｏｕｔ 

１ 

※エンジンコントロールユニット

の入力が１つなので 

SUPER
AIRFLOW CONVERTER

測定空気量 

１０ 

出力空気量 

１０ 

測定空気量 

６ 

入力空気量 

１０ 

センサ出力計算方式の設定方法（１） 
●一般的な車両（通常はこの設定です） 

エアフローセンサが１個でシングルエアフローセンサ

制御のＥＣＵで使用する場合。 

入力空気量 

１０ 

※エアフローセンサが１０という空気

量を測定した場合 

センサ出力計算方式の設定方法（２） 
●スカイラインＧＴ－Ｒ 

エアフローセンサが２個でツインエアフローセンサ

制御のＥＣＵで使用する場合。 

※エアフローセンサが２つなので 

エアフロー 

センサ１ 

エアフロー 

センサ２ 

※エンジンコントロールユニットの入力

が２つなので、２つのエアフローセン

サの測定空気量を平均（Ａｖｅ）し

た出力を行う。 

出力空気量 

５ 

※エアフローセンサ１が４という空気量を、

エアフローセンサ２が６という空気量を、 

測定した場合 

ＥＣＵ 

ＥＣＵ 

Ｏｕｔ 

Ａｖｅ 
測定空気量 

４ 
出力空気量 

５ 

Ｉｎ 

２ 

Ｉｎ 

１ 

※エアフローセンサが１つなので 
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SUPER
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エアフロー 

センサ 
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SUPER
AIRFLOW CONVERTER

出力空気量 

５ 

測定空気量 

１０ 

Ｏｕｔ 

１/２ 
Ｉｎ 

１ 

測定空気量 

６ 

測定空気量 

４ 

出力空気量 

１０ 

Ｏｕｔ 

Ａｄｄ 

センサ出力計算方式の設定方法（３） 
●一般的な車両でエアフローセンサ２個使用 

エアフローセンサを２個使用し、シングルエアフ

ローセンサ制御のＥＣＵで使用する場合。 

※エアフローセンサが２つなので 

Ｉｎ 

２ 

入力空気量 

１０ エアフロー 

センサ１ 

エアフロー 

センサ２ 

※エンジンコントロールユニットの入力

が１つなので、２つのエアフローセン

サの測定空気量を合計（Ａｄｄ）した

出力を行う。 

※エアフローセンサ１が４という空気量を、

エアフローセンサ２が６という空気量を 

測定した場合 

センサ出力計算方式の設定方法（４） 
●スカイラインＧＴ－Ｒでエアフローセンサ１個使用 

エアフローセンサを１個使用し、ツインエアフローセ

ンサ制御のＥＣＵで使用する場合。 

※エアフローセンサが１つなので 

入力空気量 

１０ 

エアフロー 

センサ 

※エンジンコントロールユニットの入力

が２つなので、エアフローセンサの測

定空気量を１／２にした出力を行う。 

※エアフローセンサが１０という空気

量を測定した場合 

ＥＣＵ 

ＥＣＵ 

出力空気量 

５ 

SUPER
AIRFLOW CONVERTER
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●センサタイプをＦｌａｐもしくは、Ｋａｒｍａｎに設定した場合 

（１）センサナンバーを設定する 

センタースイッチを上下に押すか、ロータリース

イッチを左右に回す事で、数値が増減します。 

ロータリースイッチは右回しで数値が増え、左回

しで数値が減る方向になります。 

（２） 設定を終了する 

センタープッシュしてポップアップメニューで、

【Ｐｒ】を選択する、もしくは、センタースイッチを

左に押すと、センサタイプ設定画面に戻ります。 

増減 

または 

※センサナンバーは別冊車種別配線図表を参照してください。 

１. Ｆｌａｐを選択した場合 

２. Ｋａｒｍａｎを選択した場合 

※Ｋａｒｍａｎを選択した場合、センサナンバーの設定は必要

ありません。 

（１）Ｋａｒｍａｎを選択する 

センタースイッチを上下に操作するか、ロータリー

スイッチを左右に回し、Ｋａｒｍａｎを選択します。選

択すると、反転表示されます。ロータリースイッチ

は右回しで上方向、左回しで下方向にカーソルが

移動します。 

（２）設定を終了する 

センタープッシュしてポップアップメニューで、

【Ｐｒ】を選択する、もしくは、センタースイッチを

左に押すと、その他のメニューに戻ります。 

選択 

または 
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【ｅｔｃ．】→【Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ】 

気筒数・スロットルセンサタイプの設定 
車両に合わせた、気筒数とスロットルセンサのタイプを設定します。なお、本項目は初期設

定の必須項目です。 

２. その他のメニューで、 【Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ】を選択します。 １. メインメニューで、 【ｅｔｃ．】を選択します。 

選択 

決定 
メインメニュー 

選択 

決定 

戻る 

または 

Ｐｒ 

3. 気筒数・スロットルセンサタイプ設定モードになります。 
戻る 

または Ｐｒ 

(１) 気筒数を選択する 

センタースイッチを左右に操作し、気筒数（Ｃｙｌ）を選

択します。選択している項目は、反転表示されます。 

(２) 気筒数を設定する 

項目を選択し、センタースイッチを上下に押すか、ロー

タリースイッチを左右に回す事で、数値が増減します。 

ロータリースイッチは右回しで数値が増え、左回しで数

値が減る方向になります。 

※ロータリー車はローター数×２で設定してください。 

※トヨタのＶ８エンジン搭載車は４に設定してください。 

※日産のフェアレディＺ（Ｚ３３）・スカイライン（ＣＰＶ

３５）は１に設定してください。 

※マツダのアテンザ（ＧＧ＃Ｓ／Ｐ・ＧＹ＃Ｗ）は２に設

定してください。 

■設定範囲  括弧内は初期値です  
Ｃｙｌ【気筒数】 １～１６ （６） 

＊１気筒刻みで設定可能 

その他のメニュー 

選択 

選択 

または Ｎｘ 

または 

または 
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●スロットル信号をなし（＊＊）に設定した場合は、スロットル開度での補正を行わな

いため、エア補正率設定モードではＨｉモード【ＨｉーＴｈｒｔｌ】のみの設定となります。

Ｌｏモード【ＬｏーＴｈｒｔｌ】を選択する事はできません。また、モニターモードではス

ロットル開度のモニターはできません。 

ご注意 

※スロットルセンサタイプの設定は次ページのセンサ電圧チェックモード

で、スロットル全閉時と全開時の電圧を確認してから、設定してください。 

(３) スロットルセンサタイプを選択する 

センタースイッチを左右に操作し、スロットルセンサタイプ（Ｔｈ

ｒ）を選択します。選択している項目は、反転表示されます。 

(４) スロットルセンサタイプを設定する 

項目を選択し、センタースイッチを上下に押すか、ロータリース

イッチを左右に回す事で、矢印の向き（センサタイプ）が変わ

ります。ロータリースイッチは右回しでセンタースイッチの上方

向、左回しで下方向と同じ動きになります 

(５) 設定を終了する 

センタープッシュしてポップアップメニューで、【Ｐｒ】を選択す

る、もしくは、気筒数（Ｃｙｌ）選択時にセンタースイッチを左に押

すと、その他のメニューに戻ります。 

※センタースイッチの上方向とロータリースイッチの右回し、

センタースイッチの下方向とロータリースイッチの左回しは

同じ機能です。 

スロットル全閉時スロットルセンサ電圧０Ｖ～１Ｖ 

スロットル全開時スロットルセンサ電圧３Ｖ～５Ｖ 

 

 

スロットル全閉時スロットルセンサ電圧３Ｖ～５Ｖ 

スロットル全開時スロットルセンサ電圧０Ｖ～１Ｖ 

 

 

スロットル信号なし 
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チェックを終了する 

センタープッシュしてポップ

アップメニューで、【Ｐｒ】

を選択する、もしくは、セン

タースイッチを左に押すと、

その他のメニューに戻りま

す。 

Ｉｎ－１ エアフローセンサ電圧１ 

 圧力センサ電圧 

Ｉｎ－２ エアフローセンサ電圧２ 

 （ツインエアフロー車のみ） 

Ｔｈｒｔ スロットルセンサ電圧 

 （スロットルセンサ付き車のみ） 

Ｋｎｋ ノックセンサ出力値 

 （ノックセンサ付き車のみ） 

【ｅｔｃ．】→【Ｓｅｎｓｏｒ ｃｈｋ】 

センサチェック 
エアフローセンサ電圧、圧力センサ電圧、スロットルセンサ電圧、ノックセンサ出力値の

チェックを行います。 

配線後、正常に接続されているかを確認したり、各センサの状態をチェックしたりする事が

できます。また、前ページのスロットルセンサタイプの設定を行う際にも、スロットルセンサ

電圧を確認する必要があります。 

ノックセンサが複数ある車両に関しては、各ノックセンサ信号のセンサ出力値を確認し、出力

値が最も高いセンサ信号線に配線します。 

２. その他のメニューで、 【Ｓｅｎｓｏｒ ｃｈｋ】を選択します。 １. メインメニューで、 【ｅｔｃ．】を選択します。 

決定 
メインメニュー 

その他のメニュー 

選択 

決定 

または 

Ｐｒ 

3. センサチェックモードになります。 
戻る 

または Ｐｒ 

戻る 

または Ｎｘ 

ご注意 
●ノックセンサ出力値は純正ノックセンサから得たノイズを含む生データですので、実

際のノックレベルより数値は高く表示されますが異常ではありません。（ノックレベ

ルではありません） 

選択 

または 
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(１) 項目を選択する 

センタースイッチを上下に操作するか、ロータリー

スイッチを左右に回し、数値を設定する項目を選

択します。選択している項目は、反転表示されま

す。ロータリースイッチは右回しで上方向、左回し

で下方向にカーソルが移動します。 

(２) 数値を設定する 

項目を選択し、センタースイッチを右に操作する

と、数値を設定することができます。スイッチを上

下に押すかロータリースイッチを左右に回す事で数

値が増減します。ロータリースイッチは右回しで数

値が増え、左回しで数値が減る方向になります。 

⇒他の項目も設定する場合 

センタースイッチを左に操作し、(１),(２)を繰り返し
行ってください。 

(３) 設定を終了する 

センタープッシュして、ポップアップメニューで【Ｐ

ｒ】を選択する、もしくは、項目選択時（Ｐｒ・Ｎ

ｅ・Ｃｒ）にセンタースイッチを左に押すと、その他

のメニューに戻ります。 

【ｅｔｃ．】→【Ｄｉｓｐ Ｓｃａｌｅ】 

表示スケールの設定 

２. その他のメニューで、 【Ｄｉｓｐ Ｓｃａｌｅ】を選択します。 １. メインメニューで、 【ｅｔｃ．】を選択します。 

メインメニュー 

選択 

決定 

戻る 

または 

Ｐｒ 

3. 表示スケール設定モードになります。 
戻る 

または Ｐｒ 

その他のメニュー 

Ｍｏｎｉｔｏｒモードのグラフ表示、アナログ表示、二次元トレースモードのグラフスケールを設定

します。また、圧力表示をｋｇ／ｃ㎡表示とｋＰａ表示の２種類から選択できます。 

または Ｎｘ 

選択 

設定範囲  括弧内は初期値です  
Ｐｒ：７６０～０［mmHg］/＋１.０,＋２.０［ｋｇ/ｃ㎡］ 

０,＋１００,＋２００［kPa］      （７６０mmHg） 
 

Ｎｅ：６０００～１００００［rpm］ （６０００） 
 

Ｃｒ：±３,±６,±９,±１５,±３０［％］ （±３） 
 

第 

６
章 

そ
の
他
の
モ
ー
ド 

選択 

または 

選択 

または 

決定 



54 

 

前ページの表示スケール設定で圧力表示の単位をパス

カル（ｋＰａ）に設定した場合は、本項目の圧力ウォー

ニングの単位もパスカル（ｋＰａ）に変わります。 

【ｅｔｃ．】→【Ｗａｒｎｉｎｇ Ｓｅｔ】 

ウォーニング設定 
エアフロー使用率、吸気管圧力、カルマン渦センサ周波数、ノッキング、エンジン回転数で

指示値がウォーニング設定値以上になると、表示を点滅させドライバーに警告を与えます。 

２. その他のメニューで、 【Ｗａｒｎｉｎｇ Ｓｅｔ】を選択します。 １. メインメニューで、 【ｅｔｃ．】を選択します。 

メインメニュー 

選択 

決定 

または 

戻る 

または 

Ｐｒ 

Ｎｘ 
その他のメニュー 

3. ウォーニング設定モードになります。 
戻る 

または Ｐｒ 

選択 

または 

増減 

または 

選択 

または 

決定 
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(１) 項目を選択する 

センタースイッチを上下に操作するか、ロータリースイッチを左右に回し、数値を設定す

る項目を選択します。選択している項目は、反転表示されます。ロータリースイッチは右

回しで上方向、左回しで下方向にカーソルが移動します。 

(２) 数値を設定する 

項目を選択し、センタースイッチを右に操作すると、数値を設定することができます。ス

イッチを上下に押すか、ロータリースイッチを左右に回す事で数値が増減します。ロータ

リースイッチは右回しで数値が増え、左回しで数値が減る方向になります。 

⇒他の項目も設定する場合 

センタースイッチを左に操作し、(１),(２)を繰り返し行ってください。 
(３) 設定を終了する 

センタープッシュして、ポップアップメニューで【Ｐｒ】を選択する、もしくは、項目選択

時（ＡｆｌＷ・ＰｒＷ・ＫａｒＷ・ＫｎｋＷ・ＲｅｖＷ）にセンタースイッチを左に押すと、その他の

メニューに戻ります。 

■設定範囲  括弧内は初期値です              
ＡｆｌＷ【エアフロー使用率】 ５０～１００ ＯＦＦ （ＯＦＦ）［％］ ※５％刻みで設定可能 
ＰｒＷ  【吸気管圧力】 -５００～２.０ OFF (OFF) ［ｋｇ/ｃ㎡］ ※負圧側１００ｍｍＨｇ・正圧側０.２ｋｇ/ｃ㎡刻みで設定可能 

-１００～２００ OFF（ＯＦＦ） ［ｋＰａ］ ※２０ｋＰａ刻みで設定可能 
ＫａｒＷ【カルマン渦センサ周波数】 ２００～１６００ OFF （OFF）［Ｈｚ］ ※１００Ｈｚ刻みで設定可能 
ＫｎｋＷ【ノッキング】 １０～２００ OFF（OFF）  ※２０刻みで設定可能 
ＲｅｖＷ【エンジン回転数】 ３０００～９０００ OFF（OFF）［ｒｐｍ］ ※５００ｒｐｍ刻みで設定可能 

モニターモード 

エンジン回転数のウォーニングを

５０００ｒｐｍに設定した場合。 

反転点滅を繰り返し

ます。 

ウォーニング設定値以上

になると・・・ 
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【ｅｔｃ．】→【Ｐａｓｓ Ｌｏｃｋ】 

パスワードの設定・変更 
任意にパスワードを設定する事により、誤操作やいたずら等によって設定データ・セッティン

グデータが変わってしまうのを防止します。 

２. その他のメニューで、 【Ｐａｓｓ Ｌｏｃｋ】を選択します。 １. メインメニューで、 【ｅｔｃ．】を選択します。 

メインメニュー 

選択 

決定 

または 

戻る 

または 

Ｐｒ 

Ｎｘ 

3. パスワードの設定・変更モードになります。 
戻る 

または Ｐｒ 

その他のメニュー 

選択 

または 

(１) 項目を選択する 

センタースイッチを上下に操作するか、ロータリー

スイッチを左右に回し、項目を選択します。選択し

ている項目は、反転表示されます。ロータリース

イッチは右回しで上方向、左回しで下方向にカー

ソルが移動します。 

(２) パスワードを設定・変更する 

項目を選択し、センタープッシュしてポップアップ

メニューで、【Ｎｘ】を選択する、もしくは、セン

タースイッチを右に押すとパスワード入力画面に移

ります。 

(３) 設定を終了する 

センタープッシュして、ポップアップメニューで【Ｐ

ｒ】を選択する、もしくは、センタースイッチを左に

押すと、その他のメニューに戻ります。 
ご注意 

●設定されたパスワードは控えを取るなどして、忘れないようにしてください。 

●１１１１やＡＡＡＡなどの覚えやすいパスワードの設定は行わないでください。 

選択 

または 

決定 
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●Ｌｏｃｋ Ｍｏｄｅを選択した場合。 

決定 

Ｎｘ 

(１) パスワードを入力する 

ロータリースイッチを左右に回し、パスワードを入力します。パスワードは、０～

９・A～Zの中から選択して設定します。桁の移動はセンタースイッチの左右で行
います。（初期状態のパスワードは００００です）パスワードの入力が完了した

ら、センタープッシュして、ポップアップメニューで【Ｎｘ】を選択します。途中で

入力をやめる場合は、ポップアップメニューで【Ｐｒ】か【Ｔｐ】を選択して、モー

ドから抜けます。 

(２) 設定・セッティングをロックする 

センタースイッチの右を押し［Ｙｅｓ］を選択して、センタープッシュを押します。

ロックを行わない場合は［Ｎｏ］を選択して、センタープッシュを押します。 

●Ｃｈａｎｇｅ Ｐａｓｓを選択した場合。 

(１) パスワードを入力する 

上記Ｌｏｃｋ Ｍｏｄｅ時と同じ要領で操作を行い、現在のパスワードを入力します。（初期状
態のパスワードは００００です）パスワードの入力が完了したら、センタープッシュして、

ポップアップメニューで【Ｎｘ】を選択します。途中で入力をやめる場合は、ポップアップ

メニューで【Ｐｒ】か【Ｔｐ】を選択して、モードから抜けます。 

(２) 新しいパスワードを入力する 

これまでと同じ要領で操作を行い、新しいパスワードを入力します。入力が完了したら、

センタープッシュを押します。 

◆パスワードロックによって設定変更が禁止される項目 

Ｓｅｔｔｉｎｇ Ｍｅｎｕ･･･全ての項目 
ｅｔｃ.Ｍｅｎｕ･･･････Ｓｅｎｓｏｒ Ｔｙｐｅ・Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ 

パスワードロックが設定してある状態で上記項目の設定を変更し

ようとすると警告画面が表示されます。 

※Ｅｎｔ Ｐａｓｓｗｏｒｄ画面でパスワードの入力を間違えると右の警告画面
が表示されます。再度、正しいパスワードを入力してください。 

Ｎｘ 

決定 
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(１) 項目を選択する 

センタースイッチを左右に操作し、数値を設定

する項目を選択します。選択している項目は、

反転表示されます。 

(２) 数値を設定する 

項目を選択し、センタースイッチを上下に押す

か、ロータリースイッチを左右に回す事で数値

が増減します。数値が大きいほど明るく、小さ

いほど暗くなります。ロータリースイッチは右回

しで数値が増え、左回しで数値が減る方向にな

ります。 

(３) 設定を終了する 

センタープッシュして、ポップアップメニューで

【Ｐｒ】を選択する、もしくは［Ｄａｙ］でセン

タースイッチを左に、［Ｎｉｇ］でセンタースイッ

チを右に押すと、その他のメニューに戻ります。 

本製品は内蔵の光センサを用いて、外部の明るさに応じてＶＦＤの輝度を自動的に調整してい

ます。項目の【Ｄａｙ】は昼間時（明るい時）の輝度、【Ｄｉｍ】は夕方（薄暗い時）の輝

度、【Ｎｉｇ】は夜間（暗い時）の輝度を想定しています。 

夜間眩しい時などに調整を行ってください。通常は変更の必要はありません。 

3. ＶＦＤ輝度調整モードになります。 

選択 

戻る 

または Ｐｒ 

その他のメニュー 

または 

または 

Ｐｒ 

Ｎｘ 

２. その他のメニューで、 【ＶＦＤ Ｂｒｉｇｈｔ】を選択します。 １. メインメニューで、 【ｅｔｃ．】を選択します。 

メインメニュー 

選択 

決定 

戻る 

【ｅｔｃ．】→【ＶＦＤ Ｂｒｉｇｈｔ】 

ＶＦＤ輝度調整 

増減 

または 

選択 

または 

決定 
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【ｅｔｃ．】→【Ｐｒｏｇｒａｍ Ｖｅｒ．】 

プログラムバージョンの確認 

２. その他のメニューで、 【Ｐｒｏｇｒａｍ Ｖｅｒ.】を選択します。 １. メインメニューで、 【ｅｔｃ．】を選択します。 

メインメニュー 

選択 

決定 

戻る 

または 

Ｐｒ 

その他のメニュー 

または Ｎｘ 

3. プログラムバージョン確認モードになります。 

チェックを終了する 

センタープッシュしてポップアップメニューで、【Ｐｒ】を選択する、もしくは、センタースイッ

チを左に押すと、その他のメニューに戻ります。 

●プログラムのバージョン情報が表示されます。 

戻る 

または Ｐｒ 
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選択 

または 

決定 

※図は例です。 
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【ｅｔｃ．】→【Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ】 

全データ初期化 

全てのデータを初期化し、工場出荷時のデータに戻します。 

⇒全データを初期化する 

全データ初期化モードで、センタースイッチを右に操作し［Ｙｅｓ］

を選択して、センタープッシュします。その後、イグニッションス

イッチをＯＦＦにしてください。 

 

⇒初期化せず、モードを抜ける 

全データ初期化モードで、 

・［Ｎｏ］を選択して、センタープッシュする。 

・［Ｎｏ］を選択しているとき、センタースイッチを左に操作する。 

・［Ｙｅｓ］を選択しているとき、センタースイッチを右に操作する。 

いずれかの操作を行うと、その他のメニューに戻ります。 

3. 全データ初期化モードになります。 

その他のメニュー 

２. その他のメニューで、 【Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ】を選択します。 １. メインメニューで、 【ｅｔｃ．】を選択します。 

メインメニュー 

選択 

決定 

または Ｎｘ 

選択 

決定 

戻る 

または Ｐｒ 

戻る 

または 

Ｐｒ 

選択 

または 

決定 
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●Ｍｅｍｏ 
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●バッテリが接続されていますか。 

●車両ＥＣＵハーネスと信号ハーネスは確実に接続され

ていますか。 

●信号ハーネスとＳＡＦＣⅡ本体ケーブルのコネクタは

接続されていますか。 

確実に接続したつもりでも、接触不良などで電源が

入らない場合があります。ギボシやスプライスのカ

シメ部など、もう一度確認してください。 

●振動等で電源が落ちる 

配線の接触不良が考えられます。 

電源関連の不具合 

こんな時は？ 

表示がおかしい ●各信号が表示（モニター）されない 

ハーネスを接続する場所を間違えていませんか。

本製品付属の｢車種別配線図｣を参考に、ＥＣＵの向

きに十分注意し、コネクタの形状やピン数を確認し

て取付けを行ってください。 

●回転数表示がおかしい 

・気筒数設定が正しく行われているか確認してくださ

い。（Ｐ５０） 

・純正のタコメーターには若干の誤差があります。高

回転で２００～３００ｒｐｍほどずれる場合がありますが

正常です。本製品の数値が正確な回転数です。 

●スロットル開度表示がおかしい 

・スロットルセンサタイプの設定は行いましたか。 

・スロットル開度の学習は行いましたか。 

・スロットル開度信号のない車両は表示できません。 

●スロットル開度Ｈｉ／Ｌｏの切り替えができない 

スロットルタイプで＊＊に設定されていませんか。 
＊＊に設定すると、スロットル開度での補正は行わ

ないため、Ｈｉ／Ｌｏマップの切り替えはできません。 
●吸気管圧力のモニターができない（選択できない） 

・エアフロー車（ホットワイヤ・フラップ・カルマン）

の場合、吸気管圧力のモニターはできません。 

圧力センサ式の車両のみ吸気管圧力のモニターが

できます。 
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表示が暗い／明るい ・ＶＦＤの輝度調整を行ってください。（Ｐ５８） 

エンジン不調 ●エンジンストールする 

・ハーネスを接続する場所を間違えていませんか。

本製品付属の｢車種別配線図｣を参考に、ＥＣＵの向

きに十分注意し、コネクタの形状やピン数を確認し

て取付けを行ってください。 

・センサタイプの設定は間違っていませんか。 

 

●アイドリングが不安定 

・ハーネスの接続は確実に行われていますか。 

・センサタイプの設定は間違っていませんか。 

 

●エンジンチェックランプが点灯する 

・ハーネスの接続は確実に行われていますか。 

・センサタイプの設定は間違っていませんか。 

 
●吹けない 

・ハーネスの接続は確実に行われていますか。 

・センサタイプの設定は間違っていませんか。 

・補正率の設定で極端に燃料を濃くしていませんか。 

 

●かぶっている様な感じ 

・ハーネスの接続は確実に行われていますか。 

・センサタイプの設定は間違っていませんか。 

・補正率の設定で極端に燃料を濃くしていませんか。 

 
●エンジンがかからない 

・ハーネスの接続は確実に行われていますか。 

・センサタイプの設定は間違っていませんか。 

 

●ノッキングが出る 

・補正率の設定で極端に燃料を薄くしていませんか。 

パスワードを忘れてし

まった。 
・本体の初期化を行ってください。（Ｐ６０） 
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ご注意 

１.本書の内容について、将来予告なしに変更することがあります。 

２.本書の内容については万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点や誤りなど、お気づき

のことがありましたらご連絡ください。 

３.本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また、個人としてご利用

になるほかは、著作権法上、弊社に無断では使用できません。 

４.故障、修理その他の理由に起因するメモリ内容の消失による、損害などにつきましては弊社

では一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 

５.本製品の仕様、価格、外見等は予告なく変更することがあります。 

６.本製品は、日本国内での使用を前提に設計したものです。海外では使用しないでください。 

This product is designed for domestic use only. It must not be used in any country. 
 

・本書に記載されている社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

・下記、お問い合わせ先の名称、住所、電話番号は2005年6月1日現在のものです。なお、名称、住
所、電話番号は変更することがありますのでご了承ください。 

 
本製品の仕様 

●作動電圧 DC10V～16V 
●動作温度 －20～＋60℃ 
 
 

保証について 
本製品は、別紙保証書記載の内容で保証されます。 

記載事項内容を、良く確認し必要事項を記入の上、大切に保管してください。 

 

改訂の記録 

No. 発行年月日 取扱説明書部品番号 版数 記載変更内容 
１ 2002年 11月 1日 7107-0190-00 初 版  

２ 2002年 12月 18日 7107-0190-01 第２版 誤記訂正 

３ 2005年 6月 1日 7107-0190-02 第３版 記載社名、住所変更 記載内容変更 

お問い合わせ先 

_______________________________________http://www.apexera.co.jp 
 

本    社 〒229-1125 神奈川県相模原市田名塩田1-17-14 
       ●お客様相談室・・・TEL:042-778-7410 e-mail:faq.parts＠apexera.co.jp 
                                ©アペクセラ株式会社  Printed in Japan 




